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は
じ
め
に

　
『
宝
物
集
』
は
、
平
康
頼
が
著
し
た
と
さ
れ
る
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
赦
免

に
よ
っ
て
鬼
海
が
島
か
ら
帰
洛
し
た
男
が
、
嵯
峨
清
涼
寺
に
詣
で
、
僧
の
説
法

を
聞
く
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
僧
と
若
い
女
性
の
問
答
形
式
で
、
例
話
や
例
証

歌
を
多
用
し
な
が
ら
仏
法
を
説
く
本
作
品
は
、
仏
教
初
学
者
、
と
く
に
女
性
に

向
け
て
説
か
れ
た
作
品
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、『
宝
物
集
』

は
、
同
時
代
作
品
『
平
家
物
語
』『
方
丈
記
』『
発
心
集
』
へ
の
影
響
の
ほ
か
、

後
世
の
説
法
資
料
と
し
て
多
用
さ
れ
た
。『
宝
物
集
』
が
初
出
と
看
做
さ
れ
る

言
葉
も
多
く
、
国
語
学
的
に
も
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

　
『
宝
物
集
』
の
諸
本
に
は
、
一
巻
本
、
二
巻
本
、
三
巻
本
、
六
巻
本
、
七
巻
本
、

九
巻
本
と
、
多
く
の
系
統
が
存
在
す
る（

（
（

。
小
泉
弘
氏
は
、
多
数
の
伝
本
を
精
査

さ
れ
、
七
つ
の
系
統
に
分
類
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、（
一
）
一
巻
本
系
、（
二
）

二
巻
本
系
、（
三
）
平
仮
名
古
活
字
三
巻
本
系
、（
四
）
平
仮
名
製
版
三
巻
本

系
、（
五
）
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
系
、（
六
）
第
一
種
七
巻
本
、（
七
）
第
二

種
七
巻
本
で
あ
る（

（
（

。

　

諸
本
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
は
、
七
巻
本
か
ら
一
巻
本
へ
収
斂
さ
れ
た
と
い

う
立
場
、
一
巻
本
か
ら
七
巻
本
へ
増
補
さ
れ
た
と
い
う
立
場
の
双
方
か
ら
、

様
々
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
山
田
昭
全
氏
は
、
小
泉
氏
の
提

唱
し
た
「
七
巻
本
は
著
者
自
身
に
よ
る
増
補
本
」
と
い
う
説
を
前
提
に
、
草
稿

本
と
し
て
の
一
巻
本
が
あ
り
、
つ
ぎ
に
第
一
次
増
訂
本
と
し
て
の
三
巻
本
が
、

最
後
に
第
二
次
増
訂
版
と
し
て
の
七
巻
本
が
完
成
し
た
と
主
張
し
た（

（
（

。

　

本
稿
で
は
、
山
田
氏
の
論
に
立
脚
し
つ
つ
、
本
文
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
た

い
。
こ
こ
で
は
、
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
系
に
属
す
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
片
仮
名

古
活
字
三
巻
本
『
宝
物
集
』（
以
下
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
を
「
三
巻
本
」
と
略

す
）
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
五
種
の
諸
本
を
用
い
て
本
文
比
較
を

行
っ
た
。
な
お
、
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
系
と
同
系
統
の
身
延
山
本
『
宝
物

集
』
も
用
い
た
が
、
零
本
で
あ
る
た
め
該
当
本
文
を
有
さ
な
い
場
合
が
あ
る
。

　

以
下
、
底
本
と
し
て
使
用
し
た
諸
本
の
系
統
を
太
字
で
示
し
、〔  

〕
内
に
諸

本
の
通
称
を
、
つ
い
で
、
書
誌
事
項
を
記
載
し
た
。
な
お
、
引
用
文
は
な
る
べ

く
原
文
に
即
す
よ
う
努
め
た
が
、
一
部
の
異
体
字
は
通
行
字
に
改
め
た
。

（
一
）	一
巻
本
系
…
〔
宮
内
庁
書
陵
部
本
〕
月
本
直
子
・
月
本
雅
幸
編
『
宮
内
廳

書
陵
部
藏
本　

寶
物
集
總
索
引
』（
古
典
籍
索
引
叢
書
６
、
汲
古
書
院
、

静
嘉
堂
文
庫
蔵
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
『
宝
物
集
』
に
お
け
る
本
文
の
問
題（
一
）

　
　

 

十
二
門
開
示
「
道
心
」「
三
宝
」「
持
戒
」
を
中
心
に 　
　

北
　
林
　
茉
莉
代
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平
成
五
年
十
月
）

（
二
）	片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
系
…
〔
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
〕
山
田
昭
全
・
大
場

朗
・
森
晴
彦
編
『
宝
物
集
』（
お
う
ふ
う
、
平
成
七
年
四
月
）、
黒
田
彰
編

著
『
身
延
文
庫
蔵
宝
物
集
中
巻　

付
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
』（
和
泉
書

院
、
昭
和
五
十
九
年
五
月
、
影
印
複
製
）

（
三
）	三
巻
本
系
…
〔
身
延
山
本
〕
瓜
生
等
勝
『
身
延
山
本
宝
物
集
と
研
究
』（
未

完
国
文
資
料
第
四
期
』、
未
完
国
文
資
料
刊
行
会
、
昭
和
四
十
八
年
）、
黒

田
彰
編
著
『
身
延
文
庫
蔵
宝
物
集
中
巻　

付
片
仮
名
古
活
字
三
巻
本
』（
和

泉
書
院
、
昭
和
五
十
九
年
五
月
、
影
印
複
製
）

（
四
）	第
一
種
七
巻
本
系
…
〔
元
禄
六
年
刊
本
〕
鈴
木
学
術
財
団
『
大
日
本
佛
敎

全
書　

第
九
十
一
巻　

芸
文
部
四
』、
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
）

（
五
）	第
二
種
七
巻
本
系
…
〔
吉
川
泰
雄
博
士
所
蔵
本
〕
小
泉
弘
・
山
田
昭
全
・

小
島
孝
之
・
木
下
資
一
校
注
『
宝
物
集　

閑
居
友　

比
良
山
古
人
霊
託
』

新
日
本
古
典
文
学
大
系
40
、
岩
波
書
店
、
平
成
五
年
十
一
月
）

一
、
十
二
門
開
示
第
一
「
道
心
」

　

三
巻
本
の
本
文
に
種
々
の
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、
先
学
が
指
摘
さ
れ
る
と
お

り
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
山
田
昭
全
氏
が
二
十
例
を
挙
げ
て
分
類
し
た
、
①
字
体

が
似
て
い
る
た
め
に
生
じ
た
誤
字
、
②
草
体
が
類
似
す
る
た
め
に
生
じ
た
誤

字
、
③
意
味
を
異
に
す
る
別
字
だ
と
い
う
こ
と
を
よ
く
認
識
し
な
い
で
用
い
た

誤
字
の
例
か
ら
も
顕
著
で
あ
る（

（
（

。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
氏
は
「
片
仮
名
古
活
字

三
巻
本
は
誤
字
が
多
く
必
ず
し
も
良
質
の
本
文
と
は
言
え
な
い
」
と
結
論
づ
け

て
い
る（

（
（

。
本
論
考
で
は
、
氏
の
指
摘
し
て
い
な
い
誤
植
や
誤
読
の
例
を
挙
げ
、

そ
の
理
由
や
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

　

三
巻
本
に
お
け
る
本
文
の
異
同
に
は
、「
往
生
ノ
業
因
」
と
「
往
生
の
因
」、

「
一
念
ノ
力
」
と
「
一
念
の
道
心
」、「
心
作
」
と
「
心
の
所
作
」
な
ど
単
語
の

異
同
や
、「
沈
マ
ザ
ル
ガ
如
シ
」
と
「
し
ず
む
事
な
し
」、「
侍
リ
」
と
「
侍
る

め
る
」、「
奉
リ
」
と
「
た
て
ま
つ
り
た
ら
ん
」
な
ど
、
言
い
回
し
の
違
い
が
見

受
け
ら
れ
る
が
、
本
文
に
大
き
な
影
響
を
与
え
な
い
も
の
も
多
い
。

　

し
か
し
、
中
に
は
注
目
す
べ
き
箇
所
も
あ
る
。
十
二
門
開
示
「
道
心
」
に
お

い
て
特
に
重
要
な
問
題
と
な
る
の
は
、「
爰
以
、
南
都
東
大
寺
禅
林
寺
永
観
律

師
ト
云
人
」
以
下
の
文
章
で
あ
ろ
う
。
同
文
を
他
の
諸
本
で
確
認
す
る
と
、
以

下
の
と
お
り
に
な
る
。
な
お
、
傍
線
は
私
に
付
し
た
。

　
　

一　

  

巻  　

本
…�

禪
林
寺
之
永
觀
ハ
ヒ
ト
木
石
ニ
ア
ラ
ス
コ
ノ
メ
ハ
ヲ
ノ

ツ
カ
ラ
發
心
ト
ソ
ヲ
シ
ヘ
テ
侍
メ
ル
コ
ノ
ム
テ
モ
〳
〵

ヲ
コ
ス
ヘ
キ
ハ
道
心
也

　
　

三　

  

巻  　

本
…�

爰
以
、
南
都
東
大
寺
禅
林
寺
永
観
律
師
ト
云
人
、「
人

非
木
石
ニ
、
好
バ
自み

ず
かラ

発
心
ス
」
ト
ゾ
侍
メ
ル
。
早
ク

道
心
ヲ
起
テ
、
速
ニ
名
利
ヲ
可
離
ナ
リ
。

　
　

身  

延  

山  

本
…�

爰
以
。
南
都
ノ
東
大
寺
禅
林
ノ
永
観
律
師
ハ
。
人
木
石

ニ
非
ス
。
好
メ
ハ
自ヲ

ラ
発
心
ス
。
ト
ハ
申
タ
ル
也
。
早

ク
道
心
ヲ
好
テ
。
速
ニ
名
利
ヲ
可
離
一
也
。

　
　

第
一
種
七
巻
本
…�

爰
以
テ
南
都
東
大
寺
禪
林
寺
永
觀
律
師
ノ
云
。
人
木
石

ニ
非
ス
。
好
ハ
自

ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ

發
心
ス
ト
ゾ
侍
ル
メ
ル
。
早
ク

道
心
ヲ
發
テ
。
速
ニ
名
利
ヲ
離
ベ
キ
也
。

　
　

第
二
種
七
巻
本
…�
こ
ゝ
を
も
つ
て
、
南
都
東
大
寺
禅
林
の
永
観
律
師
は
、
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「
人
木
石
に
あ
ら
ず
、
こ
の
め
ば
を
の
づ
か
ら
発
心
」

と
申
し
た
る
な
り
。
は
や
く
道
心
を
こ
の
み
て
、
す
み

や
か
に
名
利
を
は
な
る
べ
き
な
り
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
巻
本
で
は
「
禅
林
寺
」、
三
巻
本
で
は
「
南
都
東
大
寺
禅

林
寺
」
と
な
っ
て
い
る
。
禅
林
寺
と
は
、
京
都
府
左
京
区
に
あ
る
八
五
五
年
創

建
の
通
称
「
永
観
堂
」
の
こ
と
で
あ
り
、
東
大
寺
の
な
か
の
禅
林
寺
と
い
う
の

は
明
ら
か
な
誤
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
身
延
山
本
、
第
二
種
七
巻
本
の
段
階

で
は
、
一
般
名
詞
の
「
禅
林
」
に
直
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
自
」
の
読
み
は
、
三
巻
本
以
外
は
「
を
の
ず
か
ら
」、
三
巻
本
は

「
み
ず
か
ら
」
で
あ
る
。『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
お
の
づ
か
ら
」

は
「
そ
の
も
の
の
本
質
に
よ
っ
て
」、「
み
ず
か
ら
」
は
「
そ
の
も
の
で
直
接
」

と
い
う
意
味
が
あ
り（

（
（

、「
お
の
ず
か
ら
」
の
ほ
う
が
文
意
に
沿
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

ま
た
、「
道
心
」
前
後
の
文
言
と
し
て
、
一
巻
本
は
「
コ
ノ
ム
テ
モ
〳
〵
ヲ

コ
ス
ヘ
キ
ハ
道
心
也
」
と
あ
り
、
繰
り
返
し
記
号
に
よ
っ
て
意
味
が
通
じ
に
く

い
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
三
巻
本
で
は
「
早
ク
道
心
ヲ
起
テ
」、
第

一
種
七
巻
本
で
は
「
早
ク
道
心
ヲ
發
テ
」、
身
延
山
本
で
は
「
早
ク
道
心
ヲ
好

テ
」、
第
二
種
七
巻
本
で
は
「
は
や
く
道
心
を
こ
の
み
て
」
と
あ
る
。「
起
」

「
發
」「
好
」
の
三
文
字
の
草
体
は
ま
っ
た
く
別
の
字
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
ヲ

コ
ス
」
を
「
起
」「
發
」
と
当
て
た
場
合
と
、
一
巻
本
の
「
コ
ノ
ム
」
を
重
視

し
て
「
好
」
と
し
た
諸
本
が
あ
る
こ
と
が
推
測
可
能
で
あ
る
。

　

ほ
か
に
注
目
す
べ
き
文
に
、「
一
念
ノ
菩
提
心
ヲ
起
ハ
」
以
下
の
文
が
あ
る
。

　
　

一　

  

巻  　

本
…�

一
念
發
起
菩
提
心
勝
於
造
立
百
千
塔
ト
申
テ
侍
メ
レ
ハ

道
心
ヲ
オ
コ
シ
タ
ラ
ム
功
德
ハ
カ
リ
ナ
ク
侍
ヘ
シ

　
　

三　

  

巻  　

本
…�

一
念
ノ
菩
提
心
ヲ
起
ハ
、
百
千
ノ
塔
ヲ
造
ニ
モ
勝
タ
リ
。

況
ヤ
、
永
ク
道
心
起
シ
テ
、
仏
道
ヲ
求
ン
人
ヲ
ヤ
。

　
　

身  

延  

山  

本
…�

一
念
菩
提
心
ヲ
発
ス
功
徳
。
百
千
ノ
塔
ヲ
造
ル
ニ
勝
レ

タ
リ
。
矧
ヤ
。
永
ク
道
心
ヲ
発
テ
。
仏
道
ヲ
求
ン
人
ヲ

ヤ
。

　
　

第
一
種
七
巻
本
…�

一
念
ノ
菩
提
心
ヲ
發
バ
。
百
千
ノ
塔
ヲ
造
ニ
モ
勝
タ
リ
。

況
ヤ
永
ク
道
心
發
シ
テ
。
偏
ニ
佛
道
ヲ
求
ン
人
ヲ
ヤ
。

　
　

第
二
種
七
巻
本
…�

一
念
菩
提
心
を
お
こ
す
功
徳
、
百
千
ノ
堂
を
つ
く
る
に

す
ぐ
れ
た
り
。
い
は
ん
や
、
な
が
く
道
心
を
お
こ
し

て
、
仏
道
を
求
め
ん
人
を
や
。

　
「
起
」
と
「
発
」
は
、
こ
こ
で
も
同
じ
字
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
諸
本
の
性

格
や
、
頻
出
す
る
文
字
を
考
え
る
う
え
で
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

第
二
種
七
巻
本
以
外
の
「
塔
」
と
、
第
二
種
七
巻
本
の
「
堂
」
で
は
表
記
が
異

な
る
。
こ
れ
は
、「
塔
」
を
意
味
す
る
「
タ
フ
」
を
読
み
違
え
て
「
堂
」
と
い

う
漢
字
を
当
て
た
か
、
あ
る
い
は
「
塔
」
を
「
堂
」
と
聞
き
違
え
て
当
て
た
可

能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、「
サ
レ
バ
、
文
選
ト
云
文
ニ
ハ
」
以
下
の
引
用
文
が
、
興
味
深
い

異
同
を
示
し
て
い
る
。

　
　

一　

  

巻  　

本
…
該
当
本
文
な
し

　
　

三　

  

巻  　

本
…�
サ
レ
バ
、
文
選
ト
云
文
ニ
ハ
、「
何
ゾ
互
ニ
ホ
コ
リ
テ
、
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速
ナ
ル
事
ヲ
恨
ム
ル
」
ト
ハ
申
タ
ル
ゾ
カ
シ
。
有
心

人
、
ヲ
ク
レ
先
立
世
ノ
中
ヲ
ヨ
ソ
ニ
思
ヘ
ル
事
ハ
ナ
キ

物
ヲ
。

　
　

身  
延  
山  

本
…�

去
ハ
。
文
選
ト
申
文
ニ
ハ
。
何
ソ
遅
ニ
ホ
コ
リ
テ
速
カ

ナ
ル
ヲ
ウ
ラ
ム
ル
。
ト
ハ
申
タ
ル
ソ
カ
シ
。
去
ハ
。
心

有
ル
人
、
後
レ
前
立
ツ
世
中
ヲ
。
余
所
ニ
思
ヘ
ル
ハ
侍

ヌ
者
ヲ
。

　
　

第
一
種
七
巻
本
…�

サ
レ
バ
文
選
ト
云
文
ニ
ハ
。
何
互
ニ
ホ
コ
リ
テ
。
速
ナ

ル
事
ヲ
恨
ム
ル
ト
ハ
申
シ
タ
ル
ゾ
カ
シ
。
心
ア
ル
人
後

レ
先
立
世
間
ヲ
。
餘
所
ニ
思
ヘ
ル
事
ハ
無
モ
ノ
ヲ
。

　
　

第
二
種
七
巻
本
…�

文
選
と
申
文
に
は
、「
な
ん
ぞ
お
そ
き
に
ほ
こ
り
て
、

は
や
く
な
る
を
う
ら
む
る
」
と
は
申
た
る
ぞ
か
し
。
さ

れ
ば
、
心
あ
る
人
、
を
く
れ
さ
き
だ
つ
世
の
中
よ
そ
に

お
も
へ
る
は
侍
ら
ぬ
も
の
を
。

　
「
何
ゾ
互
ニ
ホ
コ
リ
テ
」
と
す
る
の
が
三
巻
本
、
第
一
種
七
巻
本
、「
何
ソ
遅

ニ
ホ
コ
リ
テ
」
と
す
る
の
が
、
身
延
山
本
、
第
二
種
七
巻
本
で
あ
る
。
典
拠
の

『
文
選
』
で
は
、「
何
矜
レ
晩
以
怨
レ
早
（
何な

ん

ぞ
晩お

そ

き
を
矜ほ

こ

り
て
以も

っ

て
早は

や

き
を
怨う

ら

ま
ん
や（

（
（

）」
で
あ
り
、「
遅
」
が
適
当
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
「
互
」
と
す
る
諸

本
が
あ
る
の
か
。

　
【
互
】  　
　
　
　
　
　
【
遅
】  

　

上
の
画
像（

（
（

は
、
上
段
が
「
互
」
で
、
下
段
が
「
遅
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
二
つ
の
草
体
は
運
筆
も
字
形
も
酷
似
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
互
」
と

「
遅
」
の
異
同
は
、
草
体
誤
写
に
よ
っ
て
生
じ
た
可
能
性
が
高
い
。

二
、
十
二
門
開
示
第
二
「
三
宝
」

　

十
二
門
開
示
「
三
宝
」
に
お
い
て
も
、
興
味
深
い
異
同
が
散
見
さ
れ
る
。
以

下
の
傍
線
部
は
、
三
巻
本
で
は
意
味
不
通
の
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

一　

  

巻  　

本
…
該
当
本
文
な
し

　
　

三　

  

巻  　

本
…�

九
条
右
大
臣
師
輔
、
ハ
ア
ホ
ノ
ツ
ニ
シ
テ
百
鬼
夜
行
ニ

相
給
テ
、
尊
勝
陀
羅
尼
ヲ
ミ
テ
ヽ
、
鬼
難
ヲ
免
給
。

　
　

身  

延  

山  

本
…
該
当
本
文
な
し

　
　

第
一
種
七
巻
本
…�

九
條
右
大
臣
師
輔
公
。
ハ
ア
ノ
ヽ
阡
ニ
シ
テ
。
百
鬼
夜

行
ニ
値
給
フ
テ
。
尊
勝
陀
羅
尼
ヲ
滿
テ
。
鬼
難
ヲ
免
レ

給
フ
。

　
　

第
二
種
七
巻
本
…�

九
条
右
大
臣
師
輔
、
二
条
大
宮
あ
は
ら
の
辻
に
て
百
鬼

夜
行
に
あ
ひ
て
、
尊
勝
陀
羅
尼
み
て
て
、
鬼
難
を
ま
ぬ

か
れ
た
ま
へ
り
。

　
「
ハ
ア
ホ
ノ
ツ
ニ
シ
テ
」「
ハ
ア
ノ
ヽ
阡
」「
あ
は
ら
の
辻
」
は
、
同
じ
辻
を

指
し
て
い
る
の
か
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
異
同
は
ど
の
よ
う
に
生
じ
た

の
か
。
第
二
種
七
巻
本
の
「
あ
は
ら
の
辻
」
と
は
、『
大
鏡
』
に
登
場
す
る

「
あ
は
ゝ
の
辻（

（
（

」
の
踊
り
字
が
、「
ら
」
に
読
み
違
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
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か
。
三
巻
本
と
第
一
種
七
巻
本
の
一
文
字
目
の
「
ハ
」
は
、
助
詞
の
「
ハ
」
で

あ
り
、
二
文
字
目
の
「
ア
」
は
原
態
ど
お
り
読
み
取
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
三
文
字
目
の
「
ホ
」
と
「
ノ
」
と
第
二
種
七
巻
本
の
「
は
」
は
ど
の
よ
う

に
混
同
さ
れ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
四
文
字
目
の
「
ノ
」「
ヽ
」
は
、「
ノ
」

あ
る
い
は
一
字
の
踊
り
字
と
し
て
受
け
取
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
残
る
「
ツ

ニ
シ
テ
」「
阡
ニ
シ
テ
」
は
、
三
巻
本
の
前
段
階
で
は
「
ツ
シ
ニ
テ
」
で
あ
っ

た
も
の
が
、「
シ
」
の
「
ヽヽ
」
が
「
ニ
」
へ
、
残
り
の
「
麹
」
と
「
ニ
」
が

「
シ
」
へ
、
横
棒
の
混
同
に
よ
っ
て
読
み
違
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る

い
は
単
純
に
「
シ
ニ
」
が
「
ニ
シ
」
と
前
後
の
文
字
が
入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
文
を
意
味
が
通
る
よ
う
修
正
し
た
七
巻
本
の
結
果
が
、

「
阡
ニ
シ
テ
」
で
あ
り
「
辻
に
て
」
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
十
二
門
開
示
第
三
「
持
戒
」

　

十
二
門
開
示
「
持
戒
」
で
は
、
さ
ら
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

〈
鹿
野
苑
〉
の
例
話
に
お
け
る
異
同
で
あ
る
。
以
下
、
該
当
箇
所
を
引
用
し
た
。

ま
た
、
三
巻
本
で
「
鹿
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
「
師
子
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
に

傍
線
を
付
し
た
。
さ
ら
に
、
第
一
種
七
巻
本
の
特
徴
的
文
言
に
波
線
を
、
第
二

種
七
巻
本
の
特
徴
に
点
線
を
付
し
て
あ
る
。

　
　

一　

  

巻  　

本
…�

昔
國
王
鹿
野
苑
ニ
出
テ
狩
ヲ
シ
タ
マ
ウ
ニ
カ
ル
タ
ヒ
ニ

多
之
鹿
死
失
ケ
レ
ハ
二
之
鹿
王
ア
リ
各
五
百
眷
属
之
鹿

ア
リ
ケ
リ
鹿
王
イ
ヒ
ア
ワ
セ
テ
ヲ
ホ
ヤ
ケ
ニ
申
ヤ
ウ
カ

リ
ノ
タ
ヒ
ニ
多
之
鹿
ウ
セ
侍
リ
ネ
カ
ワ
ク
ハ
コ
ノ
カ
リ

ヲ
ト
ヽ
メ
テ
日
ツ
キ
ノ
鹿
ヲ
マ
イ
ラ
ス
ヘ
シ
ト
申
ケ
レ

ハ
國
王
カ
リ
ヲ
ト
ヽ
メ
テ
一
日
ニ
ヒ
ト
ノ
鹿
ヲ
メ
シ
ケ

リ
カ
ヽ
ル
ホ
ト
ニ
一
ノ
ハ
ラ
ミ
タ
ル
鹿
ノ
鹿
王
ニ
申
ケ

ル
ヤ
ウ
我
今
日
之
番
ニ
ア
タ
リ
タ
リ
コ
ノ
ハ
ラ
ミ
タ
ル

コ
ヲ
ウ
ミ
テ
ノ
チ
命
ヲ
失
フ
ヘ
シ
コ
ヲ
ウ
ミ
テ
今
一
日

之
鹿
モ
イ
テ
キ
ヌ
ヘ
シ
早
ク
コ
ト
鹿
ヲ
サ
シ
カ
ヘ
タ
マ

ヘ
ト
イ
ヒ
ケ
レ
ハ
鹿
王
コ
ト
鹿
ヲ
サ
ス
ニ
タ
レ
モ
イ
ノ

チ
ヲ
ヽ
シ
ム
事
ハ
同
ジ
事
ナ
レ
ハ
カ
キ
リ
ア
ル
番
ニ
カ

ワ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
イ
ヒ
ケ
レ
ハ
ヽ
ラ
メ
ル
鹿
之
命
ヲ
イ

ケ
ム
カ
タ
メ
ニ
鹿
王
我
身
ヲ
カ
ワ
リ
テ
タ
テ
タ
リ
ケ

リ
。
ワ
レ
ト
コ
ロ
サ
ネ
ト
モ
菩
薩
ノ
ナ
ラ
ヒ
誓
之
道
ハ

カ
ク
ナ
ム
侍

　
　

三　

  

巻  　

本
…�

昔
、
国
王
、
鹿
野
苑
ニ
シ
テ
狩
ヲ
シ
給
ヒ
ケ
レ
バ
、
多

ノ
鹿
ウ
セ
ニ
ケ
リ
。
二
ツ
鹿
ノ
王
ア
リ
。
各
五
百
ノ
眷

属
ノ
鹿
ア
リ
。
鹿
ノ
王
、
公
ニ
申
テ
云
ク
、「
御
狩
ノ

タ
メ
ニ
多
ノ
鹿
失
セ
ヌ
。
願
ハ
御
狩
ヲ
止
メ
給
ヘ
。
日

次
ノ
鹿
ヲ
進
ゼ
ン
」
ト
申
ケ
レ
バ
、
是
ガ
申
ニ
任
テ
、

御
狩
ヲ
止
メ
給
ケ
レ
バ
、
日
次
ノ
鹿
ヲ
奉
ル
。
去
程

ニ
、
一
ノ
孕
ル
鹿
ア
リ
ケ
ル
。
鹿
王
ニ
憂
テ
曰
、「
我
、

今
日
ノ
番
ニ
相
当
レ
リ
。
而
バ
孕
ル
子
ヲ
ウ
ミ
タ
ラ

バ
、
今
一
日
ノ
日
次
ノ
師
子
ハ
出
来
リ
ナ
ン
ズ
。
今
日

ノ
番
ヲ
他
ノ
師
子
ニ
指
カ
ヘ
給
ヘ
」
ト
云
ヘ
バ
、
他
ノ

師
子
ヲ
指
替
ル
ニ
、「
誰
モ
命
ノ
悋
キ
事
ハ
同
事
也
」

ト
云
テ
悲
ミ
ケ
レ
バ
、
孕
ル
師
子
ニ
子
ヲ
生
セ
ン
ガ
タ
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メ
ニ
、
鹿
ノ
王
、
自
ラ
日
次
ニ
替
リ
出
ニ
ケ
リ
。
カ
ヽ

ル
畜
生
ス
ラ
、
物
ノ
命
、
死
ヌ
ル
ヲ
バ
哀
ミ
ケ
ル
ニ
コ

ソ
侍
ル
。
マ
シ
テ
況
ヤ
、
心
有
ン
人
、
物
ノ
命
ヲ
不
可

殺
ス
。

　
　

身  

延  
山  
本
…�

鹿
王
ノ
日
次
キ
ノ
鹿
ニ
参
ル
因
縁
ア
ル
。
余
所
ニ
有
之

故
略
之
也
。

　
　

第
一
種
七
巻
本
…�
昔
國
王
鹿
野
苑
ニ
シ
テ
狩
ヲ
シ
給
ヒ
ケ
ル
ニ
。
多
ノ
鹿

ウ
セ
ニ
ケ
リ
。
二
ツ
ノ
鹿
ノ
王
ア
リ
。
各
五
百
ノ
眷
属

ノ
鹿
ア
リ
。
鹿
ノ
王
公
ニ
申
テ
云
ク
。
御
狩
ノ
タ
ヒ
ニ

多
ノ
鹿
失
ヌ
。
願
ハ
御
狩
ヲ
止
メ
給
ヘ
。
日
次
ノ
鹿
ヲ

進
ン
ト
申
ケ
レ
バ
。
鹿
王
ノ
申
ス
旨
ニ
任
テ
日
次
ノ
鹿

ヲ
奉
ル
ベ
シ
ト
テ
。
狩
ヲ
止
メ
ラ
レ
ヌ
。
去
程
ニ
、
一

ノ
孕
メ
ル
鹿
ア
リ
ケ
ル
。
鹿
王
ニ
憂
テ
曰
。
我
今
日
ノ

番
ニ
相
當
レ
リ
。
然
リ
ト
云
共
。
此
孕
ケ
ル
子
ヲ
ウ
ミ

タ
ラ
バ
。
今
一
日
ノ
日
次
ノ
鹿
モ
出
來
リ
ナ
ン
ス
。
今

日
ノ
番
ヲ
他
ノ
鹿
ニ
指
カ
ヘ
テ
ヨ
ト
云
ニ
ケ
レ
バ
。
誠

ニ
左
モ
ア
ル
事
ナ
ラ
バ
。
他
ノ
鹿
ヲ
指
カ
ヘ
ル
ニ
。
誰

モ
命
ノ
悋
キ
事
ハ
カ
ハ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
テ
。
悲
ミ
ケ

レ
バ
。
孕
メ
ル
鹿
ニ
子
ヲ
生
セ
ン
ガ
爲
ニ
。
鹿
ノ
王
自

ラ
日
次
ニ
替
リ
出
ニ
ケ
リ
。
カ
ヽ
ル
畜
生
ス
ラ
。
物
ノ

命
ノ
死
ス
ル
ヲ
バ
哀
ム
事
ニ
テ
ソ
侍
ル
。
マ
シ
テ
況
ヤ

心
有
ン
人
。
物
ノ
命
ヲ
殺
ス
事
ナ
カ
レ
。

　
　

第
二
種
七
巻
本
…�

昔
、
国
王
、
鹿
野
苑
に
し
て
狩
を
し
た
ま
ひ
け
る
に
、

お
ほ
く
の
鹿
う
せ
に
け
り
。
二
の
鹿
王
あ
り
。
を
の

〳
〵
五
百
の
眷
属
の
鹿
あ
り
。
お
ほ
や
け
に
申
て
云
く
、

「
狩
の
度
に
お
ほ
く
の
鹿
う
せ
ぬ
。
ね
が
は
く
は
御
狩

を
と
め
ら
れ
て
、
日
次
の
鹿
を
た
て
ま
つ
ら
ん
」
と
申

け
れ
ば
、
鹿
王
の
申
む
ね
に
ま
か
せ
て
、「
日
な
み
の

鹿
を
奉
る
べ
し
」
と
て
、
狩
を
と
め
ら
れ
ぬ
。
鹿
王
等

よ
ろ
こ
び
、
日
次
の
鹿
を
奉
る
ほ
ど
に
、
一
の
は
ら
め

る
鹿
あ
り
。
鹿
王
に
う
つ
た
へ
て
云
く
、「
我
け
ふ
の

番
に
あ
た
れ
り
。
し
か
り
と
い
へ
ど
も
、
此
は
ら
め
る

子
を
う
み
て
は
、
今
一
日
の
鹿
（
原
本
は
ひ
ら
が
な
で

「
し
か
」）
も
い
で
く
べ
し
。
今
日
の
番
に
、
他
の
鹿
を

さ
し
か
へ
て
よ
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
ま
こ
と
に
さ
も
あ

る
事
な
ら
ば
、
他
の
鹿
を
さ
し
か
へ
る
に
、
誰
も
命
は

お
し
き
事
な
れ
ば
、「
か
は
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
ひ
け

れ
ば
、
は
ら
め
る
鹿
を
う
ま
せ
ん
が
た
め
に
、
鹿
王
み

づ
か
ら
日
次
に
た
つ
。
畜
生
そ
ら
、
物
の
命
の
死
す
る

を
ば
あ
は
れ
む
こ
と
に
て
ぞ
侍
る
め
れ
。
い
は
ん
や
、

心
あ
ら
ん
人
、
物
の
命
を
こ
ろ
す
事
な
か
れ
。
こ
ま
か

に
は
六
度
集
経
に
い
へ
り
。

　

右
に
示
し
た
よ
う
に
、
三
巻
本
の
特
徴
は
「
鹿
」
と
「
師
子
」
の
表
記
揺
れ

で
あ
る
。
こ
の
異
同
に
は
、
三
つ
の
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、〈
鹿
野
苑
〉
の
直
前
が
〈
堅
誓
師
子
〉
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
書
写
者
が
混
乱
し
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。〈
堅
誓
師
子
〉
は
、

「
師
子
…
ト
云
テ
死
ニ
ケ
ル
」
で
結
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
評
語
や
訓
話
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が
な
い
た
め
、〈
鹿
野
苑
〉
と
混
同
し
た
場
合
も
想
定
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

書
き
出
し
を
見
る
と
、〈
堅
誓
師
子
〉
は
「
昔
、
五
百
ノ
縁
覚
ノ
」、〈
鹿
野
苑
〉

は
「
昔
、
国
王
、
鹿
野
苑
ニ
シ
テ
」
と
あ
る
。
書
写
者
が
「
昔
」
か
ら
始
ま
る

例
話
の
書
き
出
し
を
意
識
し
な
い
筈
が
な
い
た
め
、
こ
の
仮
説
の
蓋
然
性
は
低

い
。

　

第
二
に
、「
鹿
」
を
「
し
し
」
と
読
ん
で
い
た
場
合
に
、
音
通
に
よ
る
誤
写

が
生
じ
た
可
能
性
が
あ
る
。
鹿
の
読
み
方
に
は
、「
か
」「
か
し
し
」「
か
せ
ぎ
」

「
か
の
し
し
」「
し
か
」「
し
し
」「
ろ
く
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
古
事
類
苑
』「
塵

袋
」
の
項
に
は
、「
シ
ヽ
ヲ
鹿
ト
云
歟
」
と
あ
り
、「
常
ニ
ハ
カ
ノ
シ
ヽ
ニ
限
リ

テ
シ
ヽ
ト
計
云
歟（

（1
（

」
と
あ
る
。
そ
の
た
め
、
書
写
過
程
に
お
い
て
「
鹿
」
を

「
し
し
」
と
す
る
読
み
上
げ
が
あ
り
、
そ
の
音
通
に
よ
っ
て
「
師
子
」
と
書
い

た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、「
鹿
野
苑
」
や
「
鹿
王
」
と
い
う
文
脈
で
「
日

次
ノ
師
子
」
と
い
う
発
想
が
働
く
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
変
体
仮
名
の
誤
読
に
よ
る
書
き
起
こ
し
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
こ
れ
は
「
師
可
」
で
「
し
か
」
と
読
ま
せ
て
い
た
場
合
が
想

定
さ
れ
る
。「
可
」
と
「
子
」
の
草
体
は
酷
似
し
て
い
る（

（1
（

た
め
、
三
巻
本
作
者

は
「
し
か
」
と
書
い
て
い
た
つ
も
り
が
、
書
写
者
が
「
し
し
」
と
取
り
違
え
た

の
で
は
な
い
か
。
あ
る
い
は
、
別
の
変
体
仮
名
で
「
し
し
」
と
し
て
い
た
文

が
、
書
写
者
の
手
に
よ
っ
て
「
師
子
」
の
字
に
当
て
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
、
七
巻
本
原
本
で
は
「
鹿
」
は
平
仮
名
表
記
で
あ
る
り
、
読
み
は
「
し

か
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
有
名
な
〈
鹿
野
苑
〉
の
文

脈
で
「
師
子
」
の
文
字
が
当
て
ら
れ
た
こ
と
は
、
三
巻
本
作
者
に
そ
の
知
識
が

な
か
っ
た
こ
と
、
三
巻
本
の
本
文
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と
の
証
左
た
り
う
る
だ

ろ
う
。

　
【
子
】  　
　
　
　
　
　
　
【
可
】  

　

身
延
山
本
で
こ
の
挿
話
を
省
略
し
て
い
る
点
は
、
本
の
特
色
や
編
集
方
針
、

享
受
者
層
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
種
七
巻
本
の
波
線
部

は
、
一
巻
本
や
三
巻
本
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
箇
所
と
、
順
序
が
入
れ
替
わ
っ

て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
二
種
七
巻
本
の
該
当
箇
所
を
参
照
す
る

と
、
第
一
種
七
巻
本
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
そ
の
う
え
、「
鹿
王
等
よ
ろ
こ
び
」
と
い
う
動
物
の
心
情
描
写
や
、「
こ
ま

か
に
は
六
度
集
経
に
い
へ
り
」
と
い
う
出
典
へ
の
興
味
な
ど
も
第
二
種
七
巻
本

の
特
徴
で
あ
り
、
独
自
文
で
あ
る
。
本
論
は
、
三
巻
本
を
主
題
と
し
て
い
る
た

め
紹
介
に
と
ど
め
る
が
、
こ
れ
ら
も
各
諸
本
の
特
徴
を
考
え
る
う
え
で
看
過
で

き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、「
呑
ミ
」
と
「
浴
ス
ル
」「
浴ア

ミ

」
と
い
う
表
記
揺
れ
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。
三
巻
本
で
は
、
大
項
目
と
し
て
主
題
を
設
定
し
た
う
え
で
、
小

項
目
と
し
て
そ
の
後
語
る
内
容
を
数
行
で
予
告
し
、
そ
の
後
、
具
体
的
な
例
話

を
引
く
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
小
項
目
に
当
た
る
数
行
は
、
小
見
出
し
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。
こ
こ
で
見
る
例
は
、
小
見
出
し
に
お
い
て
は
「
恒
伽
河
ノ
水
ヲ

呑
ミ
」
と
あ
り
、
例
話
本
文
で
は
「
恒
伽
河
ノ
水
ヲ
浴
ス
ル
ト
云
ハ
」「
恒
河

ニ
シ
テ
水
ヲ
浴
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
同
内
容
を
示
し
て
い
る

が
、
三
箇
所
と
も
異
な
る
表
記
で
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

一　

  

巻  　

本
… 
該
当
本
文
な
し
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三　

  

巻　

  

本
…�

恒
伽
河
ノ
水
ヲ
呑
ミ
…
…
恒
伽
河
ノ
水
ヲ
浴
ス
ル
ト
云

ハ
、
天
竺
の
后
キ
竊
ニ
臣
下
ニ
値
テ
、
ヲ
ホ
ヤ
ケ
ニ
ウ

ト
マ
レ
奉
テ
、
恒
河
ニ
シ
テ
水
ヲ
浴ア

ミ

、
サ
ン
ゲ
ス
ル
也

　
　

身  
延  
山  

本
…�

或
ハ
恒
河
カ
ハ
ノ
水
ヲ
ア
ミ
…
…
恒
河
カ
ハ
ノ
水
ヲ
ア

ム
ト
云
ハ
。
天
竺
ノ
后
。
ヒ
ソ
カ
ニ
臣
家
ニ
ア
ヒ
テ
。

公
ケ
ニ
ウ
ト
マ
レ
奉
テ
。
恒
河
カ
ハ
ニ
シ
テ
水
ア
ミ

テ
。
懺
悔
ス
ル
事
ナ
リ
。

　
　

第
一
種
七
巻
本
…�

或
ハ
恒
河
ノ
水
ヲ
呑
テ
懺
悔
シ
…
…
恒
河
ニ
テ
水
ヲ
浴

テ
懺
悔
ス
ル
ト
申
ハ
。
天
竺
ノ
后
ヒ
ソ
カ
ニ
臣
下
ニ
値

テ
。
公
ニ
ウ
ト
マ
レ
奉
テ
。
恒
河
ニ
メ
水
ヲ
浴
テ
身
ヲ

キ
ヨ
メ
テ
懺
悔
ス
ル
。

　
　

第
二
種
七
巻
本
…�

あ
る
は
恒
河
川
に
て
水
を
あ
み
て
懺
悔
し
…
…
恒
河
川

に
て
水
を
あ
み
て
懺
悔
す
と
申
は
、
天
竺
の
后
、
ひ
そ

か
に
臣
下
に
あ
ひ
て
、
公
に
き
か
れ
奉
り
て
、
恒
河
川

に
し
て
水
を
あ
み
て
、
身
を
き
よ
め
て
懺
悔
す
る
事
な

り
。

　

身
延
山
本
、
第
二
種
七
巻
本
で
は
、
三
箇
所
と
も
「
あ
み
」
で
統
一
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
三
巻
本
、
第
一
種
七
巻
本
で
は
、
送
り
仮
名
こ
そ
異
な
る
が

「
呑
」「
浴
」「
浴
」
と
い
う
漢
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
一
文
字

目
の
「
呑
」
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
。
二
つ
の
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

　

第
一
に
、
片
仮
名
の
草
体
誤
写
の
可
能
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
原
態
で
は

「
ア
ミ
」
で
あ
っ
た
も
の
が
、「
ノ
ミ
」
と
取
ら
れ
、
そ
の
後
漢
字
を
振
ら
れ
た

場
合
を
指
す
。
し
か
し
、「
ノ
ミ
」
と
誤
読
し
た
場
合
に
、
振
る
漢
字
と
し
て

「
呑
」
以
外
の
文
字
も
想
定
さ
れ
、
一
概
に
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

第
二
に
、
漢
字
の
草
体
誤
写
の
可
能
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
態
で
は

「
浴
」
で
あ
っ
た
の
が
、「
呑
」
と
理
解
さ
れ
た
場
合
が
こ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、

略
字
が
誤
読
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
さ
ん
ず
い
の
省
略
に
よ
っ

て
、「
谷
」
と
「
呑
」
の
よ
う
に
字
形
が
酷
似
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
取
り

違
え
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
。

四
、
三
巻
本
特
有
の
誤
り

　

こ
こ
ま
で
の
事
例
で
は
、
異
同
内
容
か
ら
〈
三
巻
本
と
第
一
種
七
巻
本
〉、

〈
身
延
山
本
と
第
二
種
七
巻
本
〉
と
い
う
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

う
し
た
組
み
合
わ
せ
が
多
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
別
の
事
例
も

あ
る
。
そ
れ
は
、
三
巻
本
系
独
自
の
誤
り
で
あ
る
。
以
下
に
、「
不
邪
淫
」
か

ら
二
例
を
紹
介
す
る
。

　
　

一　

  

巻  　

本
… 

該
当
本
文
な
し

　
　

三　

  

巻  　

本
…
則
天
皇
ノ
后
ハ
、
玄
宗
ノ
后
也
。

　
　

身  

延  

山  

本
…
則
天
皇
后
ハ
玄
宗
ノ
后
ナ
リ
。

　
　

第
一
種
七
巻
本
…
又
則
天
皇
后
ト
申
ハ
。
高
宗
ノ
后
也
。

　
　

第
二
種
七
巻
本
…
則
天
皇
后
と
申
は
、
高
宗
の
后
な
り
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
則
天
武
后
は
高
宗
の
后
で
あ
る
が
、
三
巻
本
系
の
誤
り

は
、
左
に
示
し
た
と
お
り（

（1
（

、「
玄
」「
高
」
の
草
体
酷
似
に
よ
る
誤
謬
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
三
巻
本
の
場
合
は
、「
則
天
皇
后
」
を
「
則
／
天
皇
／
后
」
と
切
り
、
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「
国
文
学
試
論
」
第
25
号
　
平
成
28
年
3
月

意
味
不
明
な
文
章
と
化
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。

　
【
玄
】  　
　
　
　
　
　
【
高
】  

　

ま
た
、
顕
著
で
あ
る
の
が
、
以
下
の
「
書
」
と
「
絹
」
で
あ
る
。

　
　

一　

  

巻  　

本
…
該
当
本
文
な
し

　
　

三　

  

巻  　

本
…�

イ
ヌ
、
顕
信
ガ
妻
ノ
エ
ビ
ス
ト
ネ
タ
ル
所
ヲ
書
付
テ
、

絹
ヲ
ク
ヒ
テ
引
出
シ
テ

　
　

身  

延  

山  

本
…�

犬
。
顕
信
カ
メ
ノ
エ
ヒ
ス
ト
ネ
タ
リ
ケ
ル
所
ヲ
カ
キ
ツ

ケ
テ
。
キ
ヌ
ヲ
ヒ
キ
出
シ
テ
。

　
　

第
一
種
七
巻
本
…�

犬
顯
信
ガ
妻
ノ
夷
ト
寢
タ
ル
所
ヲ
カ
キ
付
テ
。
衣
ヲ
ク

ヒ
テ
引
出
メ
。

　
　

第
二
種
七
巻
本
…
犬
妻
の
衣
を
く
ひ
て
、
ひ
き
い
だ
し
た
り
け
れ
ば

　

こ
の
よ
う
に
、
三
巻
本
の
み
、「
嗅
ぎ
つ
け
て
」
と
す
べ
き
箇
所
を
「
書
」

の
字
を
当
て
て
い
る
。
ま
た
、
素
直
に
読
め
ば
「
衣
」
を
当
て
る
べ
き
箇
所

に
、「
絹
」
を
当
て
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
カ
キ
」
や

「
キ
ヌ
」
は
、
三
巻
本
以
前
は
平
仮
名
も
し
く
は
片
仮
名
に
開
か
れ
て
い
た
だ

ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
三
巻
本
の
特
徴
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
文

字
に
漢
字
を
振
ろ
う
と
す
る
意
識
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
さ
ら

に
は
、
そ
の
三
巻
本
を
参
看
し
た
で
あ
ろ
う
他
の
諸
本
で
は
、
こ
の
当
て
字
を

誤
り
と
認
識
し
た
う
え
で
、
再
び
片
仮
名
に
直
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
論
考
で
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
『
宝
物
集
』
の
本
文
の
性
質
に
迫
る
た

め
、
十
二
門
開
示
「
道
心
」「
三
宝
」「
持
戒
」
の
段
か
ら
、
特
徴
的
な
本
文
を

紹
介
し
た
。
ま
た
、
簡
略
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
同
が
発
生
し
た
理
由

に
つ
い
て
も
、
考
察
を
加
え
た
。

　

そ
の
結
果
、
三
巻
本
と
第
一
種
七
巻
本
が
酷
似
し
た
本
文
を
有
し
て
い
る
こ

と
、
身
延
山
本
と
第
二
種
七
巻
本
が
同
様
の
本
文
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
、
図
ら
ず
も
山
田
氏
の
論（

（1
（

を
補
強
し
、
証
明
す
る
形

と
も
な
っ
た
。

　

ま
た
、
三
巻
本
の
本
文
は
、
他
の
諸
本
で
は
修
正
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
誤
謬

も
多
く
有
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、「
不
殺
生
」
の
項
の
〈
鹿
野
苑
〉
の
挿
話
に

お
け
る
「
師
子
」
で
あ
り
、「
不
邪
淫
」
の
項
に
お
け
る
「
則
天
皇
ノ
后
ハ
、

玄
宗
ノ
后
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
お
そ
ら
く
、
草
体
誤
写
に
よ
っ
て
生
じ
た

誤
り
で
あ
り
、
三
巻
本
作
者
も
し
く
は
書
写
者
は
そ
れ
を
意
識
し
て
い
な
か
っ

た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
意
味
と
は
異
な
る
漢
字
を
当
て
た
例
が
散
見
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
前
段
階
で
は
、
平
仮
名
も
し
く
は
片
仮
名
が
多
い
伝
本
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
巻
本
作
者
あ
る
い
は
書
写
者
は
、
読
み
や
す
さ

の
便
宜
を
図
る
た
め
に
当
て
字
を
多
用
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
試
み
が
成
功
し
て
い
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
そ
れ
が
三
巻
本
の
一
性
質
を

形
作
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

諸
本
の
異
同
は
、
音
通
に
よ
っ
て
生
じ
た
で
あ
ろ
う
当
て
字
や
、
酷
似
し
た

草
体
に
よ
る
誤
写
、
あ
る
い
は
誤
字
や
誤
謬
を
訂
正
し
よ
う
と
す
る
意
識
な
ど
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が
働
い
た
結
果
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
三
巻
本
の
誤
り
を
第
一
種
七

巻
本
お
よ
び
第
二
種
七
巻
本
は
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
七

巻
本
の
増
訂
本
的
性
質
や
、
編
纂
過
程
で
誤
り
を
正
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
っ

て
い
る
こ
と
も
了
解
で
き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
三
巻
本
の
本
文
は
良
質
と
は
言
い
が
た
く
、
理
想
的
な
本
文
で

は
な
い
。
ま
た
、
三
巻
本
に
は
平
仮
名
か
片
仮
名
で
あ
っ
た
単
語
に
漢
字
を

振
っ
た
形
跡
が
あ
り
、
ま
っ
た
く
の
草
稿
本
と
は
言
え
な
い
。
た
だ
し
、
多
く

の
間
違
い
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
発
展
途
上
に
あ
る
本
文
で
あ
ろ
う
と
推

定
さ
れ
る
。
そ
れ
と
七
巻
本
を
比
較
す
れ
ば
、
正
し
い
七
巻
本
か
ら
誤
っ
た
三

巻
本
に
収
斂
さ
れ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
一
巻
本
か
ら
何
ら
か
の
諸
本

を
経
て
三
巻
本
へ
、
三
巻
本
か
ら
七
巻
本
へ
と
い
う
諸
本
の
流
れ
が
予
想
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
十
二
門
開
示
の
「
道
心
」「
三
宝
」「
持
戒
」
の

み
を
取
り
上
げ
た
。
今
後
は
、
残
る
「
行
業
」「
発
願
」「
懺
悔
」「
布
施
」「
観

念
」「
善
知
識
」「
臨
終
正
念
」「
法
華
経
」「
称
念
弥
陀
」
の
本
文
を
精
査
し
、

三
巻
本
の
性
質
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

　
【
注
】

（
1
）	『
宝
物
集
』
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
小
泉
弘
『
古
鈔
本
寶
物
集　

研
究
篇
』

（
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
）
九
～
四
十
五
頁
に
詳
し
い
。

（
2
）	注（
1
）の
分
類
に
よ
る
。

（
3
）	山
田
昭
全
『
山
田
昭
全
著
作
集　

第
２
巻　

宝
物
集
研
究
』（
お
う
ふ
う
、

平
成
二
十
七
年
一
月
）
三
十
八
頁
。

（
4
）	注（
3
）書
。
四
十
二
～
四
十
四
頁
。

（
5
）	注（
4
）に
同
じ
。

（
6
）	『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
第
二
巻
（
小
学
館
、
昭
和
四
十
七
年
十

二
月
初
版
、
平
成
十
三
年
二
月
第
二
版
）
お
よ
び
、『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』
第
十
二
巻
（
小
学
館
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
初
版
、
平
成
十

三
年
十
二
月
第
二
版
）
参
照
。

（
7
）	『
文
選
』
哀
傷
「
歎
逝
賦
」。
引
用
な
ら
び
に
書
き
下
し
文
は
、『
文
選

（
賦
篇
）』
下
巻
（
新
釈
漢
文
大
系
81
、
明
治
書
院
、
平
成
十
三
年
七
月
）

に
拠
る
。

（
8
）	【
互
】
…
『
く
ず
し
字
用
例
辞
典　

普
及
版
』（
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十

六
年
十
一
月
初
版
、
平
成
五
年
三
月
新
装
初
版
）。
二
十
四
頁
よ
り
転
載
。

	

【
遅
】
…
『
く
ず
し
字
用
例
辞
典　

普
及
版
』（
東
京
堂
出
版
、
昭
和
五
十

六
年
十
一
月
初
版
、
平
成
五
年
三
月
新
装
初
版
）。
一
〇
九
〇
頁
よ
り
転

載
。

（
9
）	小
泉
弘
・
山
田
昭
全
・
小
島
孝
之
・
木
下
資
一
校
注
『
宝
物
集　

閑
居
友　

比
良
山
古
人
霊
託
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
40
、
岩
波
書
店
、
平
成
五

年
十
一
月
）
一
八
五
頁
脚
注
の
指
摘
に
よ
り
、
橘
健
二
・
加
藤
静
子
『
大

鏡
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
34
、
平
成
九
年
六
月
）
を
参
照
し
た
。

（
10
）	『
古
事
類
苑　

動
物
部　

洋
巻　

第
１
巻
』（
神
宮
司
廳
、
明
治
四
十
三
年

九
月
）、
三
一
一
頁
。

（
11
）	【
子
】
…
「
伊
達
政
宗
書
状
」（
天
正
十
六
年
二
月
十
日
）

	
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
（
電
子
く
ず
し
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
）

	

【
可
】
…
『
艸
書
大
辞
典
』（
草
露
貫
珠
）

	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
（
電
子
く
ず
し
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
）

（
12
）	【
玄
】
…
「
上
井
覚
兼
日
記
：
伊
勢
守
心
得
書
」（
天
正
九
年
十
月
二
十
九
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「
国
文
学
試
論
」
第
25
号
　
平
成
28
年
3
月

日
）

	
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
（
電
子
く
ず
し
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
）

	
【
高
】
…
「
佐
藤
文
書
：
毛
利
元
就
感
状
」（
天
正
九
年
九
月
十
三
日
）

	

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
（
電
子
く
ず
し
字
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
）

（
13
）	注（
3
）書
、
一
五
八
頁
に
「
元
禄
本
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
片
活
本
の
本

文
は
、
全
体
的
に
は
現
行
三
巻
本
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
形
で
坦
々
と

し
て
引
か
れ
て
い
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

【
付
記
】

な
お
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
本
学
教
授
・
大
場
朗
先
生
よ
り
多
く
の
ご
示

唆
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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